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長崎の造船業は日本でも屈指の規模と歴
史を誇る。さかのぼれば、江戸時代に日本
初の艦船修理工場「長崎鎔鉄所」ができた
ことがきっかけで、造船業が栄えてきた。
戦時中は、「大和」と並ぶ超ド級戦艦「武蔵」
を建造したことでも有名だ。いまでは長
崎県の基幹産業で、旅客船から貨物船・
フェリー・漁船に至るまで、あらゆる船舶
の建造をおこなっている。船舶の新船建
造だけでなく、溶接から艤装・修理・メン
テナンスまで一貫しておこなう工場と設備
が完備されているのだ。

午前

・オリエンテーション
・造船業のあらまし「ふねづくりゼミ」
・会社紹介

●株式会社井筒造船所
タンカー/漁船/フェリー・客船/作業船/官庁船/浮き桟橋

●長崎造船株式会社
官庁船/フェリー・客船/作業船/漁船

●株式会社 渡辺造船所
漁船/LPG運搬船/貨物船/セメント運搬船/特殊船
プッシャー・パージ/曳船・消防艇/ローロー船・フェリー

午後

午前

午後

【会社見学・研修】～会社を知る～
①安全衛生の説明
②工場見学／施設見学
③中堅・幹部社員との懇談
④質疑応答

昼食・インターン受け入れ企業へ移動

昼食・インターン受け入れ企業へ移動

1日目

2日目
【ひとづくりドック】
①ふねづくりの仕事を徹底解剖
②ふねづくりとキャリアイメージ
③ふねづくりで自分づくり
（キャリアシュミレーション）

【作業見学・研修】～仕事を知る～

※カリキュラムの内容に一部変更が発生する場合がございます。

カリキュラム

長崎の造船業なら、  きっと夢がかなうはず。
たくさんの仕事が世の中にはある。売る仕事。流通さ
せる仕事。買う仕事。付加価値をつける仕事。どれも
が価値ある仕事だろうけれど、ほんとうに生きがい
がある仕事といえば、ものを造る仕事じゃないだろ
うか。なかでも、「船を造る」は別格だ。仕事のスケー
ルも大きく、造った船は名前をつけられて世界の海
に進水し、船齢を重ねていく。ときには、造った人間
の年齢さえ超えて世界の海を渡り続ける。ほかのど
んな職業で、こんな誇らしい経験ができるだろうか。

　　  それが、船を造るという仕事。

インターン受け入れ企業と主な建造船舶

［現代］
戦後の高度成長期は日本の造船業の規模・技術とも世界一とい
われ、数多くの船舶が日本から進水した。オイルショック以降は
伸び悩み、韓国や中国に追いつかれている状況となっていたが、
近年、最先端の技術で世界から信頼を勝ち得ている。

［古代国家時代］
遣隋使・遣唐使を送るための造船が九州地方で盛んにおこなわ
れた。一回の派遣で数十人から百数十人を乗せたため、設計の
詳細な記録は残っていないが、かなり大型の船を造っていたと想
像されている。

［平安時代から江戸時代］
和船の技術が発達し、日本中で船を使った海上交通がおこなわ
れた。貿易のための北前船や河川を行き来する高瀬舟が有名。
また軍用船として安宅船なども知られている。

［明治時代］
幕末に幕府が所有していた軍艦・咸臨丸が有名であるが、これは
オランダから購入した船。しかし、これ以降、日本は自国生産を開
始し、数々の商船・軍艦を製造。日露戦争の日本海海戦では、当時
世界最強といわれたバルチック艦隊を打ち破る造船力を誇った。

日本の造船史

①現場設備・作業手順の説明
②作業場／作業見学
③作業シミュレーション
④先輩若手社員との懇談
⑤質疑応答　総括


